






























ルの開発を行った．ADEM(Advanced Distinct Element Method)延性モデルをベー
スに ADEM の破壊モデルを組み込むことで，新たに ADEM 延性破壊モデルを
開発した．固形油脂の圧縮実験と切断実験を行い，圧縮され変形する挙動や切
断され破壊する挙動，荷重-ひずみ曲線より，本モデルにおいて固形油脂の表現
に必要なパラメータを決めることで，変形と破壊をともなう固形油脂の表現を
可能とした． 
家庭用ミキサーを使用した小麦粉と固形油脂の混合実験と，食品粉体および
固形油脂モデルを用いた混合シミュレーションを行い，固形油脂の大きさや混
合度の変化が実験結果と同様の傾向を示した．また，実際に工場で使用されて
いる混合機をモデルとした混合羽根など 3種類の混合羽根を提案し，食品粉体
(食卓塩，片栗粉，小麦粉)と固形油脂の混合シミュレーションを行った．混合
機内部での食品粉体の流動挙動や固形油脂の混合挙動の解析から，固形油脂を
解砕機に誘導するような機構を持たせることで，より固形油脂を均一に混合で
きることがわかった． 
以上より，食品粉体および変形と破壊をともなう固形油脂のモデルの開発を
行い，実験では観察することができなかった混合機内部における食品粉体と固
形油脂の混合挙動を明らかにすることができた．また，食品粉体および固形油
脂モデルを用いた混合シミュレーションは，食品粉体と固形油脂をより均一に
混合可能な混合機の混合羽根の設計が可能であり，混合機開発の設計指針を得
るためのツールとなることを示した． 
 
